











































































図3 光質の違いによる葉緑素の測定結果 図4 花芽形成と着果の状態
－59－
測定方法は光の当たっている葉 l枚につき 30箇所の測定を行い、 5枚、計 150笛所の測定値の平均
を取った。日陰の他はどの光も繋緑素の値に大差なく、光合成が行われていたことが分かる。
トマトは太陽光栽培において、ホ耕栽培と室内の温度管理が幸いして、無限成長の性質を生かし
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しての太陽光の光量 0，500μmol/cm2・s)、と③の LEDの光量 (350μmol/cm2.sLED面より lOcmで
の測定)の違いが大きな原因と考えられる。そこで図 2に示した②の LEDを使用して試作した光源
パネルを (500μmollcm2・sLED面より IOcmでの測定)補助光源として用いたところ、図 5、6のよ
うに果実の大きさ、糖度、酸度とも改善された。図7は搭種 1ヶ月後の太陽光でのナスの栽培の様
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